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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－49人

３月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

16,858人
7,944人
8,914人
7,201世帯

３月のうごき
出生
死亡
転入
転出

4人
24人
55人
84人

　桜満開の町内各こども園・小中学校で入園式・入学式
が執り行われました。

（平成30年11月30日生まれ）

ゆ　ら妙寺の
太田 桃子さん・侑良ちゃん

「お兄ちゃんと仲良く　　
　　　　大きくなってね」



今月の主な内容

月号
令和元年（2019年）第723号
5

●農業振興に関する補助金について　　　　２～３
●税務課からのお知らせ　　　　　　　　　５
●犬を飼っている皆さんへ　　　　　　　　６
●「地域おこし協力隊員」からのメッセージ　８～９
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　13
●５月のお知らせ　　　　　　　　　　　　14～15
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　16～19
●笑顔いっぱい！入学式　　　　　　　　　20

祝
入学



広報かつらぎ  令和元年（2019年）5月号 ２

農
業
振
興
に
関
す
る
補
助
金

農
業
振
興
に
関
す
る
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て

な
ど
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
関
す
る
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象

　

水
田
に
お
い
て
、
麦
・
大

豆
・
そ
ば
・
飼
料
用
米
な
ど
の

作
物
や
、
野
菜
な
ど
を
栽
培
し

販
売
す
る
農
家
に
、
対
象
面
積

や
作
目
に
応
じ
て
交
付
金
を
交

付
経
営
所
得
安
定
対
策

対
象

　

遊
休
農
地
を
買
い
入
れ
、
ま

た
は
借
り
入
れ
、
解
消
し
、
栽

培
が
可
能
な
農
地
と
し
て
、
３

年
以
上
耕
作
す
る
場
合

補
助
額　

10
ａ
あ
た
り
３
万
円

　
　
　
　
　

（
初
年
度
の
み
）

※

解
消
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
解
消
促
進
事
業

対
象

　

農
振
農
用
地
区
域
内
に
お
い

て
、
農
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

た
活
動
組
織
を
設
立
し
、
多
面

的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
目
的

に
農
用
地
・
水
路
・
農
道
な
ど

の
地
域
資
源
を
適
切
に
保
全
管

理
す
る
共
同
活
動
を
行
う
場
合

交
付
単
価
（
10
ａ
あ
た
り
）

【
農
地
維
持
支
払
】

　
　

田　

３
０
０
０
円

　
　

畑　

２
０
０
０
円

【
資
源
向
上
支
払（
共
同
活
動
）】

　
　

田　

２
４
０
０
円

　
　

畑　

１
４
４
０
円

【
資
源
向
上
支
払（
長
寿
命
化
）】

　
　

田　

４
４
０
０
円

　
　

畑　

２
０
０
０
円

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

鳥
獣
害
関
連
補
助
金

対
象

　

独
立
就
農
時
の
年
齢
が
50
歳

未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者
の

方補
助
額　

年
間（
最
大
）１
５
０

万
円

※

就
農
時
か
ら
５
年
目
ま
で
交

付
し
ま
す
。

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
　
　
（
経
営
開
始
型
）

対
象

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
振
農

用
地
区
域
内
に
お
い
て
、
農
業

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
集
落
を

単
位
と
す
る
協
定
を
締
結
し
、

農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た

め
の
活
動
な
ど
を
行
う
場
合

交
付
単
価
（
10
ａ
あ
た
り
）

【
急
傾
斜
地
】

　
　

田　

２
万
１
０
０
０
円

　
　

畑　

１
万
１
５
０
０
円

【
緩
傾
斜
地
】

　
　

田　

８
０
０
０
円

　
　

畑　

３
５
０
０
円

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金

◆
わ
な
設
置
支
援
事
業

対
象

　

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
用
の
わ
な
を

◆
防
護
柵
設
置
支
援
事
業　

　
　
　
　

（
県
補
助
事
業
）

対
象

　

２
戸
以
上
の
農
業
者
で
、
農

地
に
電
気
柵
、
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ

ン
ス
、
ト
タ
ン
な
ど
を
設
置
す

る
場
合

補
助
額　

資
材
費
の
３
分
の
２

（
上
限
単
価
１
ｍ
あ
た
り
９
０

０
円
）

※

サ
ル
用
の
場
合
は
、
上
限
単

価
１
ｍ
あ
た
り
２
千
円
と
な
り

ま
す
。

※

県
へ
の
申
請
締
切
は
５
月
末

と
な
り
ま
す
の
で
、
設
置
前
に

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策

　

事
業（
町
単
独
補
助
事
業
）

対
象

　

個
人
で
農
地
お
よ
び
人
工
林

に
電
気
柵
、
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン

ス
、
ト
タ
ン
な
ど
を
設
置
す
る

場
合

補
助
額　

資
材
費
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　

（
上
限
25
万
円
）

※

設
置
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

購
入
す
る
場
合

補
助
額　

資
材
費
の
４
分
の
３

・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
箱
わ
な

　

１
基
あ
た
り　

上
限
11
万
円

・
ア
ラ
イ
グ
マ
用
箱
わ
な

　

１
基
あ
た
り

　
　
　

上
限
２
万
４
０
０
０
円

・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
用

く
く
り
わ
な

　

１
基
あ
た
り

　
　
　
　
　

上
限
５
０
０
０
円

・
サ
ル
用
囲
い
わ
な

　

１
基
あ
た
り　

上
限
20
万
円

（
１
団
体
に
つ
き
１
年
度
に
１

基
以
内
）

　これらの制度以外にも農林業に係る各種の補助、支援
制度や事業がありますので、詳しくは「町農林業補助事
業一覧」や町ホームページをご覧ください。

「町農林業補助事業一覧」冊子配布場所
　・産業観光課
　・花園地域振興課（花園支所）
　・町内ＪＡ各支店
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◆
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業

対
象

　

新
た
に
第
１
種
銃
狩
猟
免
許

お
よ
び
、
わ
な
免
許
を
取
得
す

る
場
合

補
助
額　

・
講
習
会
費
用
補
助

　
　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
内

・
射
撃
教
習
費
用
補
助

　
　
　

３
万
７
０
０
０
円
以
内

※

例
年
７
、
８
月
ご
ろ
に
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
伊
都

振
興
局
農
業
水
産
振
興
課
（
☎

０
７
３
６―

33―

４
９
３
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金

対
象

　

有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
し
た
、

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
サ

ル
、
ア
ラ
イ
グ
マ

補
助
額　

捕
獲
鳥
獣
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

※

有
害
捕
獲
区
域
の
申
請
は
、

被
害
農
家
が
自
治
区
長
を
通
じ

て
申
請
し
ま
す
。

そ
の
他

　

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止

で
す
。
捕
獲
・
飼
養
に
は
許
可

が
必
要
で
す
。

　

次
の
道
の
駅
で
は
、
町
内
農

産
物
を
販
売
推
進
す
る
た
め
、

随
時
出
荷
者
の
登
録
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
出
荷
し
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
は
、
各
道
の
駅
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
道
の
駅
か
つ
ら
ぎ
西
〈
京
奈

和
自
動
車
道
上
り
〉

（
☎
22―

７
８
１
０
）

・
道
の
駅
か
つ
ら
ぎ
西
〈
京
奈

和
自
動
車
道
下
り
〉

（
☎
22―
８
８
８
０
）

・
道
の
駅
く
し
が
き
の
里

（
☎
25―

０
０
８
８
）

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
農

業
振
興
係
（
内
線
２
１
０
１
）、

林
業
振
興
係
（
内
線
２
１
０

２
） 町

内
農
産
物
な
ど
の

販
売
推
進

※

事
業
に
よ
り
申
請
期
限

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
補

助
金
は
事
前
申
請
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

NOSAIわかやまからのおしらせ
「農業保険」に加入しましょう！

クビアカツヤカミキリに注意してください！！

問い合わせ　NOSAIわかやま北部支所
　　　　　　（☎０７３６－７３－６７２４）

収入保険
　収入保険は、自然災害はもちろん価格低下も含め、果
樹などを含んだすべての農産物の販売収入の減少を広く
補償する保険です。農業収入を守りましょう。
申込期限　11月末まで
※青色申告を行われている農業者の方は、収入保険の
　加入をお勧めします。

果樹共済
　果樹共済は、自然災害などで収
穫量が減収した場合、果樹の減収
を補償する保険です。
申込期限　６月末まで

台風21号（最大瞬間風速57.1m/s）で倒木したかき台風21号（最大瞬間風速57.1m/s）で倒木したかき台風21号（最大瞬間風速57.1m/s）で倒木したかき

　クビアカツヤカミキリは、モモ、ウメ、スモモ、カキ、サクラなどに害を及ぼす外来害虫です。
　幼虫は樹木内部を食い荒らすため、多発地ではモモ、ウメ、スモモ、カキ、サクラなどの枯死が
発生しています。
　近隣では大阪府で発生が確認されていました
が、町北部の園地でも成虫が捕獲されたことか
ら、注意が必要です。
　写真のような成虫や大量のフラス（木屑と虫
糞が混じったもの）を確認した場合は、ご連絡
をお願いします。

問い合わせ　伊都振興局農業水産振興課（☎０７３６－３３－４９３０）

幼虫が排出したフラス
成虫（体長は28～37㎜。
光沢があり黒色で首部が赤い）【データ提供：徳島県立農林水産総合技術支援センター、大阪市立自然史博物館】

※伊都出張所は紀の川市粉河に移転しました。
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実
施
件
数　

14
戸
予
定
（
先
着
順
）

診
断
費
用　

無
料

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

●
建
築
基
準
法
改
正
前
（
平
成
12
年
５

月
31
日
以
前
）
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅●
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し

て
使
用
し
て
い
る
住
宅

●
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
が
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

●
木
造
の
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
・
伝

統
的
工
法
）
の
住
宅

●
町
内
に
所
在
す
る
一
般
木
造
住
宅

●
人
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

　

診
断
結
果
に
よ
り
耐
震
補
強（
建
替
）設
計
，
耐
震
補
強（
建
替
）工
事
費
、
な
ら
び

に
、
耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事
費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
ご
検
討
下
さ
い
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

実
施
件
数　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※

申
請
前
に
診
断
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

実
施
件
数　

５
戸
予
定
（
先
着
順
） 

※

申
請
前
に
設
計
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

本
町
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
の

結
果
、
耐
震
性
が
低
く
、
建
物
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に

対
し
て
、
設
計
か
ら
一
連
で
実
施
す
る

耐
震
改
修
工
事
（
現
地
建
替
え
を
含

む
）
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
内
容

補
助
金
額　

次
の
①
②
の
合
計
額
（
最

大
１
１
６
万
６
千
円
）

①
耐
震
改
修
工
事
費
の
40
％
の
額
（
上

限
50
万
円
）※

設
計
費
用
は
含
ま
な
い

②
耐
震
改
修
工
事
費
と
設
計
費
の
合
算

し
た
額
か
ら
①
の
額
を
減
じ
た
額
（
上

限
66
万
６
千
円
）

※

設
計
か
ら
改
修
ま
で
一
連
で
実
施
す

る
住
宅
の
た
め
の
「
補
強
設
計
と
耐
震

改
修
の
総
合
的
実
施
」
で
す
。
設
計
の

み
、
改
修
工
事
の
み
の
補
助
を
検
討
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
建
築
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

町
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
事
業
に
お

い
て
、
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た

木
造
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
に
対
し
て
、

町
が
指
定
す
る
耐
震
ベ
ッ
ド
・
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
で
、
１

階
設
置
を
条
件
と
し
ま
す
。

補
助
内
容　

設
置
に
要
す
る
費
用
の
３

分
の
２
以
内
（
１
戸
あ
た
り
上
限
26
万

６
千
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
建
築
係

（
内
線
２
０
８
５
）

住
宅
耐
震
設
計・改
修
工
事
費
補
助

実
施
件
数　

１
戸
予
定
（
先
着
順
） 

※

申
請
前
に
工
事
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

７
月
31
日（
水
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
を
優
先
し
て
補
助
し
ま
す
。

※

応
募
な
し
の
場
合
は
、
引
き
続
き
先

着
順
で
随
時
受
付
と
し
ま
す
。

耐
震
ベ
ッ
ド・シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

●
建
築
基
準
法
改
正
前
（
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
）
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

●
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し

て
使
用
し
て
い
る
住
宅

●
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
が
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

●
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

住
宅
で
あ
り
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
住
宅

で
は
な
い
こ
と

●
町
内
に
所
在
す
る
一
般
住
宅

●
人
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

補
助
内
容　

非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
実
施
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
の
３

分
の
２
以
内
の
額
か
つ
８
万
９
千
円
を

限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

申込書配布　５月７日(火)～
受付期間　５月14日(火)～
※今年度の各実施件数になり次
第受付を締め切ります。
※午前８時30分～午後５時15分
　（土、日、祝日を除く）

◆申込書は建設課建築係で配布
します。
◆郵便での申込書の請求・提出
はできません。

耐
震
診
断
事
業

耐
震
診
断
事
業
お
よ
び

お
よ
び
耐
震
改
修

耐
震
改
修
な
ど
な
ど

補
助
事
業

補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

耐
震
診
断
事
業
お
よ
び
耐
震
改
修
な
ど

補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

住宅
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納
付
書
発
送
日　
　
　

５
月
10
日（
金
）

納
期
限　
　
　
　
　
　

５
月
31
日（
金
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。
４
月
２
日
以

降
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
た
車
両
は
、

平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
を
納
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

※

口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
よ
る
納
付
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
の

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
車
検

用
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
中
旬
に
発
送

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

納
期
限

期
間　

５
月
31
日（
金
）ま
で

必
要
書
類　

手
帳（
注
１
）、
運
転
免
許

証
、
印
鑑
、
納
付
書

※

（
注
１
）…

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳

申
請
場
所　

税
務
課（
⑤
番
窓
口
）

※

初
め
て
申
請
す
る
方
は
、
事
前
に
税

務
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

身
体
障
害
者
等
減
免
申
請

　

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て
、
指
定

預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
「
町
税
等
口
座

振
替
申
込
書
」
は
税
務
課
お
よ
び
指
定

金
融
機
関
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、
口

座
振
替
ご
希
望
の
方
は
必
要
事
項
を
記

入
し
、
口
座
届
印
を
押
印
の
う
え
指
定

金
融
機
関
な
ど
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
つ

い
て
は
領
収
書
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線

２
０
４
１
）

口
座
振
替
の
お
す
す
め

申
請
期
限
後
の
届
出
は
、
減
免
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
金
融

機
関
へ
の
引
き
落
と
し
停
止
の
連
絡
が

必
要
で
す
の
で
、
申
請
期
限
１
週
間
前

ま
で
に
申
請
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
住
民
税
係
（
内

線
２
０
４
２
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

使
っ
た
納
税
に
つ
い
て

　

５
月
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
よ
り
町
税
（
軽
自
動
車
税
、
町
・

県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税
）
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（
注

２
）
を
登
録
し
、
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
銀
行
口
座
や

電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
納
付
書
は
、「
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
さ
れ
た
納
付
書
」
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※

（
注
２
）…

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
、
ヤ
フ
ー
ア
プ
リ

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線

２
０
４
１
）

所
得
証
明
等
の
発
行
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
所
得
証
明
、
町
民

税
・
県
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

の
発
行
開
始
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
徴
収
分
（
給
与
天
引
き
に
よ
る
納

付
方
法
）　

５
月
17
日（
金
）

普
通
徴
収
分
（
給
与
天
引
き
以
外
の
納

付
方
法
）　

６
月
13
日（
木
）

　

な
お
、
町
民
税
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
は
、
特
別
徴
収
分
に
つ
い
て
は
５

月
17
日（
金
）に
特
別
徴
収
義
務
者
（
事

業
所
な
ど
）
へ
、
普
通
徴
収
分
に
つ
い

て
は
６
月
13
日（
木
）に
納
税
義
務
者

（
各
個
人
）
へ
発
送
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

・
町
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
住
民
税
係
（
内
線
２
０
４
２
）

・
証
明
発
行
・
納
税
相
談
に
つ
い
て

　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線
２
０
４
１
）

○５月31日（金）
納期限

● 軽自動車税　　　　　　　全期
● 町外固定資産税　全期・第１期

　町税などの納付は便利で確実な口座振替を
ご利用ください。
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問い合わせ
　住民福祉課生活環境係（内線２２３１）

 ９:30～ ９:50　中飯降地域交流センター
10:00～10:20　妙寺小学校前
10:30～10:50　丁ノ町児童館
11:00～11:30　大谷公民館
13:10～13:40　笠田駅前付近
13:50～14:20　萩原コミュニティセンター
14:30～15:00　極楽寺（高田）

５月13日（月）

  9:30～10:00　中飯降児童館
10:10～10:30　丁ノ町地域交流センター
10:40～11:10　笠田東児童館
13:10～13:40　かつらぎ体育センター
13:50～14:20　三谷公民館
14:30～15:00　河南地域交流センター

５月15日（水）

  9:30～10:00　天野診療所
10:10～10:30　星山選果場
10:40～11:00　（新）西渋田児童館
11:10～11:30　見好公民館
13:10～13:40　笠田公民館佐野分館
　　　　　　　（佐野ふれあい館）　
13:50～14:20　笠田公民館
　　　　　　　（笠田ふるさと交流館）
14:30～15:00　役場前駐車場

５月16日（木）

10:00～15:00　花園地区

５月17日（金）

  9:30～  9:50　新城地域交流センター
　　　　　　　  「水とみどりの美術館」（すぎのこ）
10:00～10:30　（旧）志賀小学校前
10:40～11:10　四邑公民館
13:30～13:50　西方寺（東谷）
14:00～14:30　四郷地域交流センター（ともがき）
14:45～15:10　新規作物・地域ブランド定着施設（笠田中）

５月14日（火）

＜犬の登録および狂犬病予防注射日程表＞

　

最
寄
り
の
会
場
で
登
録
と
予

防
注
射
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日

（
生
後
90
日
未
満
の
犬
は
90
日

を
経
過
し
た
日
）
か
ら
30
日
以

内
に
住
民
福
祉
課
生
活
環
境
係

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
で
す

が
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

飼
い
主
の
住
所
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
届
出

が
必
要
で
す
。

登　

録

・
登
録
料
金（
鑑
札
交
付
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

・
注
射
料
金（
済
票
交
付
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

３
１
９
０
円

料　

金

　

狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
犬
を
こ
の
病
気
か
ら

守
る
た
め
、
ま
た
、
人
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
も
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
注
射

～犬の登録と狂犬病予防注射～

犬を飼っている
皆さんへ

平成
31年度
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◎
人
権
作
文
優
秀
賞
◎

笠
田
中
学
校
２
年　

西 

山 

実 

希

　

障
が
い
と
は
何
だ
ろ
う
。
世

の
中
に
は
、
背
の
高
い
人
や
背

の
低
い
人
が
お
り
、
全
て
が
同

じ
人
な
ん
て
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
障
が
い
も
他

人
と
の
違
い
だ
と
考
え
る
と
、

そ
れ
は
個
性
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
不
自
由
な
こ
と
が
あ
る
だ

け
で
、
健
常
者
の
苦
手
な
と
こ

ろ
が
あ
る
の
と
同
じ
だ
と
考
え

れ
ば
、
差
別
す
る
の
は
お
か
し

い
こ
と
で
す
。
た
だ
苦
手
な
と

こ
ろ
に
対
し
て
は
、
本
人
の
自

立
を
尊
重
し
た
う
え
で
他
者
に

よ
り
支
援
を
し
て
あ
げ
れ
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
だ
か
ら
と
い
っ
て

必
要
以
上
の
こ
と
を
手
伝
っ
て

あ
げ
る
の
は
良
く
な
い
こ
と
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
障
が
い
者

で
も
、
自
分
自
身
で
で
き
る
こ

と
は
あ
る
は
ず
で
す
。
で
き
る

こ
と
ま
で
も
手
伝
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
、
「
障
が
い
者
＝
何
も

で
き
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
本
人
の
自

立
を
尊
重
し
な
が
ら
助
け
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
支
援
を
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
、
私
が
通
う

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
は
、
障
が

い
の
あ
る
子
が
利
用
し
て
い
る

学
童
保
育
の
子
ど
も
た
ち
を
学

校
に
招
待
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
設
け
た
理
由
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
た
く
て
も
、

な
か
な
か
行
け
な
い
現
状
が
あ

る
か
ら
で
す
。
一
般
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

静
か
に
聴
い
て
い
な
い
と
周
り

の
人
た
ち
に
迷
惑
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
障
が

い
に
よ
り
演
奏
が
終
わ
る
ま
で

静
か
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
難

し
い
人
や
、
突
然
大
き
な
声
を

出
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
顧

問
の
先
生
や
学
童
保
育
の
先
生

た
ち
に
よ
り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
部
員
も
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
み
ん
な
で
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
、
誰
で
も
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
に
な
る
よ
う
企
画
し

実
施
し
ま
し
た
。
学
童
の
子
ど

も
た
ち
は
、
知
っ
て
い
る
曲
が

流
れ
る
と
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て

楽
し
そ
う
に
手
拍
子
を
う
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、

私
た
ち
演
奏
し
て
い
る
方
も
と

て
も
嬉
し
く
て
、
楽
し
く
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
は

仕
事
に
就
く
こ
と
に
も
困
難
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
障
が
い

者
を
雇
用
す
る
と
、
人
間
関
係

や
仕
事
の
処
理
等
に
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の

人
自
身
の
才
能
を
み
る
前
に
不

採
用
に
し
て
し
ま
う
会
社
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

国
の
制
度
等
に
よ
り
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
会
社
も
増
え
て
き

て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
の
母
が
務
め
て
い
る

会
社
で
も
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い

で
す
が
数
名
雇
用
し
た
そ
う
で

す
。
そ
の
反
面
、
近
頃
の
ニ
ュ

ー
ス
で
は
、
国
で
障
が
い
者
の

雇
用
を
水
増
し
し
て
い
る
問
題

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
決
め
ら

れ
た
割
合
の
人
数
以
上
を
雇
う

こ
と
が
国
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が

起
こ
っ
て
い
る
の
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

本
来
な
ら
、
民
間
企
業
の
手
本

と
な
る
べ
き
国
が
、
ル
ー
ル
を

守
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
と
て

も
残
念
で
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
方
が
訓

練
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
作
業

所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一

つ
に
、
パ
ン
を
作
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
で
作
ら
れ

た
パ
ン
を
母
が
度
々
買
っ
て
き

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
パ
ン
は
、

と
て
も
美
味
し
く
て
、
見
た
目

も
一
般
の
パ
ン
屋
で
売
っ
て
い

る
も
の
と
何
一
つ
か
わ
り
な
い

で
す
。
私
も
大
好
き
で
、
買
っ

て
き
て
く
れ
る
の
を
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
誰
が

作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
関
係

な
く
、
気
持
ち
を
こ
め
て
作
っ

た
も
の
は
美
味
し
い
で
す
。

　

障
が
い
と
は
、
本
人
の
意
思

と
は
関
係
な
く
持
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
や
、
予
期
し
て
い
な

か
っ
た
事
故
や
病
気
に
よ
り
突

然
わ
が
身
に
起
こ
り
う
る
も
の

で
す
。
だ
か
ら
、
他
人
事
と
は

思
わ
ず
に
、
日
頃
か
ら
障
が
い

を
持
つ
人
も
、
健
康
な
人
も
誰

も
が
過
ご
し
や
す
い
社
会
、
ま

た
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

な
社
会
を
私
た
ち
は
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

（
受
賞
当
時
）

「
み
ん
な
が

　
　

幸
せ
に
な
る
た
め
に
」

がはす
。

本をて訓業一

な
社
会
を
私
た
ち
は
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
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「地域おこし協力隊員」からのメッセージ
　この度、「地域おこし協力隊員」を退任することになった方から
メッセージをいただきました。

※地域おこし協力隊員…都市地域から過疎地域などの条件不利地域に住民票を異動し、生活の拠
点を移した方を地方自治体が３年間を期限として委嘱。隊員は一定期間、地域に居住して地域
ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲなどの地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住
民の生活支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る。

３年間の活動を終えて
　僕は大阪の大学を卒業してすぐかつらぎ町・新城地区の地域おこし協力隊に就任しま
した。大卒で大阪から新城に来たので、地域の人はもちろん誰からも驚かれ、今では慣
れましたが、初めて話す人には「なんでこんなとこにきたの？」とずっと3年間言われ
てきました（笑）。僕が地域おこし協力隊を志した理由は、親が徳島の祖谷という地域の
出身で限界集落にルーツがあったからです。そんな大好きだった場所が廃れていくのを
近くで見てきて、悲しい思いをしてきたので地域に貢献できる仕事をやりたいと思い、
地域おこし協力隊になりました。
　新城での３年間は本当にあっという間でした。業務の内容として最初は初めての事ば
かりで１年目は大変でしたが、２年目３年目、田舎の生活にも慣れ、今では完璧に田舎
の人間です（笑）。色々な仕事をしてきて、一番大変で印象に残っていることは、ぬかる
んだ田んぼのお米を手刈り作業したことです。１歩足を出すだけで一苦労…（笑）。今で
は笑える話ですが、翌日、全身筋肉痛で歩けなかったです。
　３月いっぱいで協力隊としての任期は終わりましたが、今も引き続き新城地区で暮ら
し、かつらぎ町で仕事に就いています。今までしていた事すべてを引き続きやっていく
ことはなかなか難しいですが、地域のイベント・高齢者サロン・子どもたちの見守り・
産業まつりへの農産物出品など、できるだけやっていこうと思っています。まだ任期が
終わった実感はありませんが、新城地区の皆さん、かつらぎ町役場のご協力のおかげで
充実した活動を行うことができました。３年間本当にありがとうございました。これか
らも新城地区を盛り上げていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

新城地域おこし協力隊　園　田　　淳
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　平成28年５月から平成31年４月まで、四郷地区で地域おこし協力隊として活動して
いた松野です。地域おこし協力隊としての３年間は、四喜の会の活動サポート、地域行
事の情報発信などを主な活動としていました。
　四喜の会では４つの事業部（語り部・体験・調理・太鼓）の活動全般に加わり、語り
部ツアーや、蛍の養殖・木工教室、ピザ体験、現地体験会では先輩移住者として発表を
しました。太鼓では、子どもたちの練習に参加、中学生の部結成にも尽力しました。
　地域行事では、各集落にお祭や座など独特なものが多く、通常では参加することがな
いような行事も見せていただき、その様子をフェイスブックや公民館便りで発信してい
ました。公民館活動も全般的にサポート、高齢者学級・育成会主催の夏祭りなど地域お
こし協力隊という立場があったからこそ幅広い年代の人たちとともに活動することがで
きたと思います。四郷中心の活動のほかに、新しいパンフレットFeelかつらぎ作成委員
会に参加、また、かつらぎ町長期計画策定委員会にも加わり、移住者目線で意見を述べ
させていただきました。１年目と３年目には、フランスからのホームステイを受け入れ、
四郷の子供たちの国際交流に一役買いました。２年目には地域資源を活かした地域活性
化について学習している京都大学大学院の学生のインターンシップの受け入れもして、
３カ月間活動をともにしました。２年目の春から、耕作放棄地になりかけていた畑をお
借りして、体験型農園にするべく整備を始めました。そこではクラウドファンディング
に挑戦、無事達成しコンポストトイレを完成することができました。
　３年間活動してきて、串柿の風景、特に神野の串柿はなんとしても守りたいと強く思
うようになりました。任期終了後も四郷に定住し、串柿の新しい可能性を模索していく
活動をライフワークとしていきたいと考えています。
　最後になりましたが、受け入れてくださった地域の皆さんに心より感謝いたします。
これからは四郷の一住人となりますので、よろしくお願いいたします。

OR
IEN
TE
ER
IN
G

ORIENTEERING

かつらぎ町では、11月10日（日）に天野の里で
オリエンテーリング交流大会が開催されます。

四郷地域おこし協力隊　松　野　恵　理
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ
り

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民

間
の
奉
仕
者
で
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り

児
童
委
員
を
兼
ね
、
担
当
す
る
地
域
に

お
い
て
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

◆
福
祉
に
関
す
る
要
望
や
問
題
点
の

把
握

◆
児
童
の
健
全
育
成
な
ど
の
福
祉
施

策
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
立
場
で

の
意
見
提
出
お
よ
び
そ
の
充
実

◆
役
場
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係

行
政
機
関
へ
の
パ
イ
プ
役

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
の
提
供
、

周
知

◆
福
祉
に
関
す
る
悩
み
事
や
心
配
事

の
相
談
に
対
す
る
助
言

　

町
で
は
72
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
指
導
・
助
言
す
る
３
名
の
主
任

児
童
委
員
が
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
日
に
お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
役
場

に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
本

人
が
電
話
予
約
し
て
本
人
が
来
庁
す
る

場
合
に
限
り
、
時
間
外
・
休
日
に
証
明

書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
で
き
る
証
明
書

◎
住
民
票
（
世
帯
全
員
ま
た
は
世
帯
一
部
）

◎
印
鑑
登
録
証
明
書
（
す
で
に
登
録
し

て
い
る
方
の
み
）

電
話
予
約
受
付
時
間

◎
月
〜
金
曜
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
、
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※

本
人
か
ら
の
電
話
予
約
に
限
り
ま
す
。

交
付
日
お
よ
び
交
付
時
間

◎
火
曜
日
・
木
曜
日
（
午
後
５
時
15
分

〜
７
時
、
祝
日
を
除
く
）

　

町
内
清
掃
の
時
期
を
迎
え
、
生
活
排

水
路
に
係
る
土
砂
類
の
処
理
が
困
難
な

場
合
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
に
一

時
仮
置
き
用
地
を
設
置

期
間　

６
月
30
日（
日
）ま
で

※

受
け
入
れ
は
土
砂
類
に
限
り
ま
す
。

カ
ン
・
ビ
ン
類
、
草
木
竹
類
、
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。
相
談
は
、

自
治
区
、
町
内
会
単
位
で
お
願
い
し
ま

す
。

※

運
搬
車
両
に
対
し
一
部
補
助
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生
活
環
境

係
（
内
線
２
２
３
１
）

◎
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年

始
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

※

証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
電
話
予
約
し
た
本
人
に
限
り
ま

す
。

※

予
約
時
に
受
け
取
り
可
能
な
日
を
指

定
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
の
際
に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

◎
予
約
者
本
人
の
印
鑑
（
認
印
）

◎
予
約
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）

◎
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録
証
明

書
交
付
の
場
合
）

◎
手
数
料

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住
民
係

（
内
線
２
０
６
１
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
相
談
を
受
け
た
内
容
な
ど
に
つ

い
て
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
福
祉
に
関
し
て
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会
で
の
孤
立

や
孤
独
を
な
く
す
取
り
組
み
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、
子
育
て
支
援
に
か

か
わ
っ
て
の
支
援
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係（
内
線
２
０
６
４
）

５
月
12
日
は「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

住
民
票
、印
鑑
登
録
証
明
書
の
時
間
外・休
日
交
付

町
内
清
掃
土
砂
類
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

民
生
児
童
委
員
交
代

　
　

次
の
方
が
新
し
く
担
当
と
な

　

り
ま
す
。

　

長
谷
川　

紀
子
さ
ん

　

担
当
地
域

　
　

東
和
・
北
出
・
谷
口
・
谷
口

　
　

第
一
・
二
八

　

任
期　

平
成
31
年
３
月
〜
11
月
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５月は消費者月間です

ともに築こう　豊かな消費生活　～誰一人取り残さない 2019～

　「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」などと書かれ
たはがきが届いたという相談が、急増しています。消費者の不安を
あおり、連絡してきた人のお金を騙しとる詐欺の手口です。

・公的機関のような名称を名乗って、２回、３回と送られてくるこ
とがありますが、実態はないので無視してください。また、裁判
所が訴訟関係の内容をはがきで知らせてくることはありません。
・不安な場合は消費者ホットライン「１８８」で、消費生活相談窓
口などに相談しましょう。

事例
① はがきによる架空請求

　公的機関や実在する企業名、家族をかたり、家族構成や資産状況などを聞きだしたり、所在確認
をしようとするいわゆる「アポ電（注）」と思われる不審な電話に関する相談が全国の消費生活セン
ターなどに寄せられています。このような不審な電話は、振り込め詐欺や強盗事件のきっかけと
なっています。
（注）「アポ電（アポイント電話・アポイントメント電話）」とは、家族構成や資産状況を聞きだしたり、
　　　相手を信用させたりすること。

事例
② 「アポ電」と思われる不審な電話

アドバイス

・知らない番号からの電話に出るのは慎重に。着信番号通知や録音機
能を活用しましょう。
・会話から個人情報が知られます。家族構成や資産状況を聞かれたら
すぐに電話を切りましょう。また、家族を名乗る電話も一度切って
かけ直すことでトラブルを避けられます。
・特に高齢者には日頃から家族や身近な人による見守りが大切です。
・不安な場合は消費者ホットライン「１８８」で、消費生活相談窓口
などに相談しましょう。

アドバイス

（実際に届いたはがきの一例です）

問い合わせ　産業観光課商工観光係（内線２１０３）

まずはご相談ください

専門相談員による「消費生活相談会」
日時　毎月第１火曜日　午後１時～４時
場所　かつらぎ町役場２階会議室Ｂ
※相互受入協定により高野町、橋本市、九度山町の相談窓口も
　利用することができます。
　相談窓口の詳細については、15ページをご覧ください。
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

消防功労者定例表彰

　３月18日（月）、県民文化会館小ホールにおいて、「平成30年度和歌山県消防功労者定例表彰
式」が行われ、消防団活動に功績のあった次の方々が表彰されました。　　　　　《敬称略》

全国中学ビブリオバトル決勝大会優秀賞
　３月24日（日）、中学生がお気に入りの本を紹介し、聴衆の投票で一
番読みたくなった本を決定する書評合戦「全国中学ビブリオバトル決
勝大会」が、よみうり大手町ホール（東京都）で開催され、和歌山県代
表として出場した井戸幸祐さん（笠田中学校・受賞当時２年生）が優秀
賞に輝きました。
　この大会は、府県大会の優勝者など計54名が出場したものです。
　大会で井戸さんが紹介した「山怪」（田中康弘著）は、図書館にも所
蔵しておりますので、皆さんお気軽にご利用ください。

妙寺少年サッカークラブ県大会出場
　妙寺少年サッカークラブは、昨年12月
から開催された2018年伊都那賀ブロック
上位下位リーグ試合において４位という
成績をおさめ、これにより３月２日（土）
に串本サンナンタンサッカー場で開催さ
れた「第42回和歌山県小学生サッカーリ
ーグ決勝大会（Ａリーグ戦）」に出場しま
した。
　県大会では、日ごろの練習の成果を発
揮すべく試合に臨みましたが結果は１回戦敗退。悔しい思いをしましたが、同クラブはこれを糧
にまた新たな目標に向かって日々の練習に励んでいます。

◆日本消防協会会長表彰　優良消防団　竿頭綬
　かつらぎ町消防団（代表　団長　田村　公一）
◆県知事表彰　永年勤続功労賞
　副　　団　　長　山添　　伸　第３分団分団長　大浦　秀樹　第８分団分団長　森谷　満之
◆日本消防協会会長表彰　勤続章（30年）
　第８分団　部長　上東　稔和　第１分団　部長　　岡　　清　第３分団　部長　阪田　佳久
　第１分団　班長　福田　　明　第７分団　班長　東　　政彦　第８分団　班長　門戸　穂積
　第８分団　班長　部谷　真弘　第２分団　団員　阪口　廣宣　第７分団　団員　浦部　　隆
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闇
夜
の
底
で
踊
れ

　
　
　
　
　
　
　

増
島　

拓
哉

居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り
⑪

　
　
　
　
　
　
　

秋
川　

滝
美

ザ
・
ウ
ォ
ー
ル　

堂
場　

瞬
一

人
工
知
能　
　
　

幸
田　

真
音

エ
ス
ケ
ー
プ
・
ト
レ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

達
也

家
康
に
訊
け　
　
　

加
藤　

廣

文
豪
お
墓
ま
い
り
記

　
　
　
　

山
崎　

ナ
オ
コ
ー
ラ

人
生
後
半
、
は
じ
め
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　

岸
本　

葉
子

ス
ク
エ
ア　
　
　
　

今
野　

敏

不
死
鳥
少
年　
　

石
田　

衣
良

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

お
ん
ぶ
お
ん
ぶ
の
も
も
ん
ち
ゃ

ん　
　
　

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ

ば
け
ば
け
ば
け
ば
け
ば
け
た
く

ん　
　
　
　
　
　

岩
田　

明
子

ル
ル
と
ラ
ラ
の
お
ま
じ
な
い
ク

ッ
キ
ー　

あ
ん
び
る　

や
す
こ

菅
原
伝
授
手
習
鑑

　
　
　
　
　
　
　

金
原　

瑞
人

道
路
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の

か
？　
　
　
　
　

窪
田　

陽
一

日
本
人
の
お
な
ま
え
っ
！

　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
制
作
班

冥
界
か
ら
の
電
話

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

愛
子

親
子
で
ま
な
ぶ
礼
儀
と
作
法

　
　
　
　
　

小
笠
原　

敬
承
斎

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
で
い
ち
ば

ん
お
い
し
い
食
パ
ン
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

豊

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
空
き
容
器
で

作
る
レ
ト
ロ
家
電
と
ミ
ニ
雑
貨

　
　
　
　
　
　
　

宮
市　

稔
子

世
界
一
美
味
し
い
手
抜
き
ご
は

ん　
　

は
ら
ぺ
こ
グ
リ
ズ
リ
ー

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

【読み物】
「動物と話せる少女リリアーネ」　
　　タニヤ・シュテーブナー 著
「もうひとつのＷＯＮＤＥＲ」
　　Ｒ．Ｊ．パラシオ 著
「ドリーム・プロジェクト」
　　濱野　京子 著
【絵本】
「100年たったら」
　　あべ　弘士 絵
「もったいないばあさんの
　　　おいしいあいうえお」
　　真珠　まりこ 作・絵
「なまえをつけて」
　　いわさき　ちひろ 絵
【その他】
「名字ずかん」 長谷川　未緒 編著
「ゆらゆらチンアナゴ」 江口　絵理 文

子どもの読書週間におすすめする本

何
故
の
鋭
き
刺
ぞ
木
瓜
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

辻
田　

幸
和

君
老
い
る
我
も
老
い
た
る
彼
岸
か
な　
　
　
　
　

室
岡　

博
紀

夕
映
の
山
の
緑
や
花
辛
夷　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ツ
ヤ
子

菜
の
花
や
夢
い
っ
ぱ
い
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　

南
出
香
予
子

囀
り
や
空
に
五
線
符
あ
る
如
く　
　
　
　
　
　
　

玉
置　

隆
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
椎
の
実
）

佐
野
寺
跡
飛
鳥
後
期
の
紀
の
川
沿
い
外
つ
国
よ
り
の
珍
品
佐
波

里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前　

洋
子

逆
上
が
り
出
来
た
と
弾
む
孫
が
い
て
両
の
手
に
豆
努
力
い
と
お

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
田　

重
子

仰
ぎ
見
る
集
大
成
の
瓦
屋
根
職
人
の
技
光
満
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
澤
三
重
子

友
よ
り
の
写
真
の
桜
見
知
ら
ね
ば
今
日
と
き
め
き
つ
北
山
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元　
　

晃

根
元
よ
り
捻
り
生
い
た
る
ね
ず
の
木
の
そ
の
不
可
思
議
に
向
い

見
上
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
部
屋
昌
子

吾
が
妻
の
寝
息
を
聞
き
て
安
堵
す
る
晩
秋
の
夜
静
か
に
更
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
本　

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）
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●
退
職
【
３
月
】

▽
健
康
推
進
課
長
補
佐　

植
田

京
子
▽
花
園
幼
稚
園
主
任
教
諭

前
㔟
千
恵
美

●
異
動
【
４
月
】

《
町
長
部
局
》（　

）は
前
職

◆
企
画
公
室

▽
企
画
員　

船
井
香
里
（
健
康

推
進
課
企
画
員
）

◆
総
務
課

▽
統
括
専
門
員
兼
消
防
防
災
係

長　

尾
鼻
嘉
浩
（
健
康
推
進
課

統
括
専
門
員
兼
保
険
年
金
係

長
）

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係

長　

植
田
尚
雄
（
同
課
長
補

佐
）
▽
企
画
員　

西
岡
千
佳
世

　

河
川
を
見
守
り
、
日
常
生
活

で
知
り
得
た
情
報
を
河
川
管
理

者
に
定
期
報
告
（
月
１
回
以

上
）
し
て
い
た
だ
く
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日（
月
）か
ら
１

年
間

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
紀
の

川
付
近
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

対
象
河
川　

紀
の
川

手
当　

月
額
４
５
８
０
円
予
定

募
集
人
員　

県
内
で
若
干
名

応
募
締
切　

６
月
３
日（
月
）

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
和
歌
山
河
川
国

道
事
務
所
河
川
管
理
課
（
☎
０

７
３―

４
０
２―

０
２
６
７
）

募　

集 InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

５月の５月の５月の

お知らせ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

（
住
民
福
祉
課
企
画
員
）
▽
企

画
員　

西
村
雄
大
（
住
民
福
祉

課
企
画
員
）
▽
企
画
員　

池
田

篤
紀
（
建
設
課
企
画
員
）
▽
主

事　

笹
井
俊
宏
（
新
規
採
用
）

◆
会
計
課

▽
課
長
補
佐　

堀
畑
三
起
子

（
産
業
観
光
課
長
補
佐
）

◆
住
民
福
祉
課

▽
企
画
員　

田
和
か
よ
（
教
育

総
務
課
企
画
員
）
▽
企
画
員　

寺
中
和
明
（
地
籍
調
査
室
企
画

員
）
▽
企
画
員　

上
田
剛
永

（
税
務
課
企
画
員
）

◆
健
康
推
進
課

▽
統
括
専
門
員　

東
山
佳
央
（

生
涯
学
習
課
青
少
年
セ
ン
タ
ー

係
長
）
▽
保
険
年
金
係
長　

野

口
修
二
（
総
務
課
消
防
防
災
係

長
）
▽
企
画
員　

上
田
芳
嵩

（
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）

◆
産
業
観
光
課

▽
課
長
補
佐　

福
岡
剛
士
（
和

歌
山
県
下
水
道
公
社
派
遣
）
▽

統
括
専
門
員
兼
農
業
振
興
係
長

笠
本
泰
丈
（
同
企
画
員
）
▽
企

画
員　

山
下
晃
司
（
企
画
公
室

企
画
員
）
▽
企
画
員　

西
岡
理

恵
（
税
務
課
企
画
員
）
▽
企
画

員　

井
端
真
理
（
議
会
事
務
局

企
画
員
）

◆
建
設
課

▽
統
括
専
門
員　

東
山
和
義

（
税
務
課
統
括
専
門
員
兼
固
定

資
産
税
係
長
）
▽
事
務
係
長　

溝
端
敏
宏
（
産
業
観
光
課
農
業

振
興
係
長
）

◆
地
籍
調
査
室

▽
企
画
員　

谷
本
英
貴
（
橋
本

周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
）

◆
上
下
水
道
課

▽
企
画
員　

宇
都
宮
良
太
（
住

民
福
祉
課
企
画
員
）

《
議
会
事
務
局
》

▽
企
画
員　

木
下
絵
梨
佳
（
生

涯
学
習
課
企
画
員
）

《
教
育
委
員
会
》

◆
教
育
総
務
課

▽
統
括
専
門
員　

南
美
穂
（
産

業
観
光
課
企
画
員
）

◆
生
涯
学
習
課

▽
統
括
専
門
員
兼
青
少
年
セ
ン

タ
ー
係
長　

木
下
良
典
（
建
設

課
統
括
専
門
員
兼
事
務
係
長
）

▽
企
画
員　

柴
田
美
紀
（
上
下

水
道
課
企
画
員
）

◆
花
園
幼
稚
園

▽
主
任
教
諭　

下
垣
内
裕
美

（
会
計
課
長
補
佐
）

《
和
歌
山
県
下
水
道
公
社
派
遣
》

▽
森
康
晴
（
健
康
推
進
課
企
画

員
）

《
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
派
遣
》

▽
平
岡
政
芳
（
税
務
課
企
画

員
）

職
員
人
事

2019年工業統計調査を
実施します

　工業統計調査は我が国の工業の実態
を明らかにすることを目的とした、統
計法に基づく報告義務がある重要な統
計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興
などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は2019年６月１日です。
　調査票へのご
回答をお願いい
たします。

問い合わせ
　総務課総務係（内線２３００）

工業統計キャラクター工業統計キャラクター工業統計キャラクター
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相　

談

ま
す
。

５
月
24
日（
金
）、
６
月
７
日

（
金
）
午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…

」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

無
料
法
律
相
談

５
月
13
日（
月
）、
27
日（
月
）、

６
月
10
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る｢

消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
５
月
７
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
５
月
14
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
５
月
21
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
５
月
28
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
１
０
３
）

就
職
相
談

５
月
14
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

５
月
21
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

５
月
８
日（
水
）、
22
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６―

33

―

４
９
０
９
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

５
月
７
日（
火
）、
13
日（
月
）、

14
日（
火
）、
20
日（
月
）、
21
日

（
火
）、
27
日（
月
）、
28
日（
火
）、

６
月
３
日（
月
）、
４
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

５
月
８
日（
水
）、
６
月
５
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

『不妊相談電話はじめました』
不妊専門スタッフがお答え致します。

対応日時：火曜・木曜・土曜の14:00～16:00
　　　　　※お１人最大30分（利用料：無料）
対象地域：和歌山県、奈良県、大阪府に在住の方
　　　　　に限る
相談内容：・来院するタイミングがわからない
　　　　　・費用について詳しく聞きたい
　　　　　・検査ってどんなことするの？
　　　　　・仕事と治療の両立ができるのか？
　など疑問に思うことがあれば、お気軽にお問い
　合わせください。尚、他院治療に関してのご質
　問・ご相談はご遠慮いただいております。

住所：橋本市東家4丁目17-13
ご相談専用電話：0736-32-0055
不妊電話受付時間　14:00～16:00

奥村レディースクリニック
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と言っているので俗人には難しいところですが）。見ること、聞くこと、嗅ぐこと、味わうこと、触
ったり痛い感覚があり、それを意識し判断することが認知だということです。例えばカレーを作る場
面を考えてみましょう。カレーを作ろうと思いつき、材料を思い出し、どれぐらい買おうか計算し、
買い物は松源に行くかオークワに行くか、あるいはどのルーを使うか判断し、分量を計算し、煮る時
間を測り、そしておいしいなと感情を持って味わうこと、これはすべて認知機能の働きです。逆に認
知機能が低下すると何を使ってカレーを作るかわからず、スーパーへの道順もあやふやになってしま
うかもしれません。長く煮すぎてしまって鍋を焦がすこともあるでしょう。これが認知症の症状とい
うことになります。人間は体力と認知機能の両方がきちんと働いていないと生活できません。当然で
すが認知症は生活しにくくなる病気なのです。
　私は紀北分院で認知症に関する診療を行っていますが、多くの方々がいたずらに認知症を恐れない
ですむよう、きちんと認知症について知って頂き、もし認知症や物忘れがあっても負けずに快適に暮
らして頂きたいと思っています。そのためには認知機能の低下を早めに見つけることが大切で、本人
や家族の方に認知機能が低下した場合の対処法を聞いておいて頂ければと思います。そして何よりも
認知症に対する偏見をなくして頂きたいと考えているところです。認知症や認知機能の低下は早めに
見つけて、生活の不自由を少なくするための工夫をどんどんやることが大切です。場合によっては介
護保険などを使って介護サービスを適切に受けることで本人や家族の負担が非常に軽くなることもあ
ります。高齢化社会の中で、認知機能の低下があっても、少しでもストレスの少ない日々を送ってい
ただくよう、物忘れが心配な場合はかかりつけの先生などに早めに相談してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紀北分院　副分院長・内科教授　廣西昌也）

和歌山県立医科大学附属病院紀北分院
　平成16年に痴呆症という言葉が差別的だということで、
「認知症」という言葉が使われるようになりました。でも、
最近高野線に乗っていたら若い女性が「あんた認知ちゃう
ん？」と連れの女性に言っているのを聞いて、せっかく言
葉を変えたのになんだかなあ、と思って聞いておりました。
それはともかく、認知症の「認知」って何か考えてみられ
たことがあるでしょうか？般若心経に「むーげんにーびー
せっしんにー」というところがありますね。あの眼耳鼻舌
身意のところが「認知」に当たります（お経はそれが無い

認知症につ
いて

健康ひろば健康ひろば健康ひろば

問い合わせ　和歌山県立医科大学附属病院紀北分院（ ２２－００６６）

もの忘れ相談

日　　時　５月７日（火）、20日（月）午後１時～３時
場　　所　地域福祉センター２階

問い合わせ　かつらぎ町地域包括支援センター（☎２２－２３２２）

　「忘れ物・もの忘れ・置き忘れを頻繁にするようになった」「認知症と診断を受けたが、こ
の先どうしていいのか分からない」など、もの忘れや認知症に関
する不安や悩みはひとりで抱えず、ちょっとしたことでもお気軽
に相談して下さい。秘密は厳守されます。匿名でもかまいません。
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　若年者向けのヤング健診を実施します。ぜひこの機会に健診を受診してください。

日　　程　７月20日（土）～25日（木）、31日（水）～８月２日（金）、４日（日）、５日（月）
場　　所　保健福祉センター３階
申込期限　５月31日（金）まで
　　　　　※事前に書類などの準備がありますので、当日申し込み
　　　　　　はご遠慮下さい。
申込方法　電話申し込み（受診希望日をお伝え下さい）

【ヤング健診】
対 象 者　昭和55年４月２日～平成12年４月１日生まれ
検査項目　血液検査・身体計測・血圧測定・尿検査
受 診 料　無料

【ヤングミニドック健診】
対 象 者　昭和55年４月２日～昭和60年４月１日生まれ
検査項目　血液検査、尿検査、心電図、身体計測、血圧測定、胃バリウム・肺・大腸がん検診
受 診 料　５，０００円

ヤング・ヤングミニドック健診のお知らせ

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

　風しんの定期予防接種に、これまで公的に予防接種を受ける機会のなかった成人男性が追
加されることになりました。

　対象の方には、まず風しん抗体検査を受けていただき、検査の結果、
十分な抗体量のない方が定期予防接種の対象となります。

　なお、昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの対象の方は来年度発行予定ですが、今
年度受診を希望される場合はクーポン券を発行します。ご希望の方は衛生係までお問い合わせ
ください。

対 象 者　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性
実施期間　令和４年３月31日までの３年間のみ

風しんの追加的対策について

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

　今年度は、昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの
対象の方に、受診時必要なクーポン券を発送します。
　準備が整い次第発送しますので、受診方法など、詳細は同
封の案内文をご覧ください。
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・５月16日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第２、第３金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

ハンドマッサージをします
※要申し込み（5月10日まで）

「ベビーマッサージ」
※要申し込み（5月10日まで）
※持ち物あります

わ
く
わ
く
広
場
で
「
記
念
カ
ー
ド
」
を
つ

く
り
ま
し
た
。
好
き
な
形
を
の
り
付
け
し

た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
用
に
身
長
・
体
重
を

測
り
ま
し
た
。

な
か
よ
し
広
場
で
「
子
育
て
を
楽
し
む
た

め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
は
な
し
会
が

あ
り
、
講
師
は
家
庭
児
童
相
談
員
さ
ん
で

し
た
。

子どもたちの遊びの広場です。
製作など楽しい活動がいっぱいです。

わくわく広場
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・５月20日（月） 午前10時～11時

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・５月22日（水） 午前10時～11時

・５月９日（木） 午前10時～11時

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・５月15日（水） 午前10時～11時

なかよし広場

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

５月17日㈮
10:00～11:00

６月21日㈮
10:00～11:00

５月10日㈮
10:00～11:00

６月14日㈮
10:00～11:00
５月16日㈭
10:00～11:00

６月20日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

妙寺公民館

三谷公民館

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

※毎月第２・第３火曜日を予定していますが、園行
　事などの関係で日程を変更することがあります。
　広報または町ホームページをご確認ください。
※広報４月号掲載内容から、日時を変更しています。

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

６月11日
午前９時30分～10時30分
６月18日
午前９時30分～10時30分

６　

月

こども園名 日　　時

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

５月14日
午前９時30分～10時30分
５月21日
午前９時30分～10時30分

５　

月
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
５月の保健カレンダー月の保健カレンダー５月の保健カレンダー

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

５月９日㈭
６月６日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「糖尿病の食事」血糖値をあげない食べ方について
日　　時　６月12日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆６月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

「糖尿病における血糖コントロール」
日　　時　５月８日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆５月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、3歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年11月生まれ
平成31年１月生まれ

平成27年10月生まれ
平成27年11月生まれ

平成30年６月生まれ

平成30年７月生まれ

平成29年３月生まれ

平成29年４月生まれ

平成30年10月生まれ

平成30年５月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５月31日㈮
13:00～14:00
５月21日㈫
13:00～14:00

５月７日㈫
9:30～10:00

６月４日㈫
9:30～10:00

５月13日㈪
9:30～10:00
６月３日㈪
9:30～10:00

６月14日㈮
13:30～15:30
５月９日㈭
13:30～14:30
５月23日㈭
13:30～14:30
５月８日㈬
10:00～11:00

平成30年６月生まれ６月５日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

３歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

平成30年11月・12月生まれ
平成31年１月・２月生まれ 股関節異常の有無５月15日㈬

13:15～13:30股関節検診

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室
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